




カメラが60，120，300秒後に自動的に電源が切れるように設定す
ることができます。
また、カメラをOFF設定にしてマニュアル操作で電源を切るまでカメ
ラの電源を入れたままにすることもできます。

OFF（初期設定）が表示されている状態で＜シャッター/選択＞ボタン
を繰り返し押すと、次の４種類の設定を循環できます。

撮影中にLEDライトを点滅させたり、撮影に支障がないように常時
消灯させることができます。

＜シャッター/選択＞ボタンを繰り返し押してbLO（LED点滅 ON）
bLF（LED点滅  OFF）の選択を変更します。
＜電源/モード＞ボタンを押して画面表示された設定を保存し、次の
機能選択に進みます。

ビープ音が鳴るようにしたり、撮影に支障がないように常時消音させ
ることができます。

＜シャッター/選択＞ボタンを繰り返し押してbPO（ビープ音 ON）
bPF（ビープ音  OFF）の選択を変更します。
＜電源/モード＞ボタンを押して画面表示された設定を保存し、次の
機能選択に進みます。

LCFに設定することで、HD液晶パネルが60秒後に自動的に電源が
切れるように設定することができます。
LCO（初期設定）はマニュアル操作で電源を切るまでLCDバックパ
ックの電源を入れたままの設定となります。

カメラの日付と時刻を設定することができます。
（カメラからバッテリーを取り外し、長期間経過すると日付と時刻の設定は消失する
場合があります。）
dAt が表示されたら＜シャッター/ 選択＞ボタンを押して設定に入ります。

画面に ESC が表示された状態で＜シャッター / 選択＞ボタンを押す
と、［設定］メニューを終了します。

【分】設定を選択し、＜シャッター/ 選択＞ボタンを押すと、［設定］メニュ
ーの SEt 項目に戻ります。

TVで再生する場合のカメラのビデオ出力フォーマットを設定するこ
とができます。
北米・日本でTV再生する場合は、nSC（NTSC）を選択します。PAL 
TV（北米・日本以外の大部分のテレビ）での再生、または任意地域
でのPAL TVでの再生にはPALを選択します。

SDカードに最後に保存したファイルを消去することができます。
LStが画面に表示されたら＜シャッター/選択＞ボタンを押します。
LStが点滅し警告します。

すべてのファイルを消去し、SDカードをフォーマットし直すことがで
きます。ALLが画面に表示されているときに＜シャッター/選択＞
ボタンを押します。ALLが点滅し警告します。

［“X”秒間隔連続写真撮影（Photo every X seconds）］モードで
は、１，2，5，10，30，60秒間隔で写真を連続撮影することができ
ます。P1（1秒間隔連続撮影が初期設定）が表示されている状態
で＜シャッター/選択＞ボタンを繰り返し押すと、次の６種類の設定
を循環できます。

最後にボタンが押されてから60秒後に電源が切れます

最後にボタンが押されてから120秒後に電源が切れます

最後にボタンが押されてから300秒後に電源が切れます

LED点滅  OFF

ビープ音  OFF

 １秒間隔で連続撮影ができます

マニュアルのみでカメラの電源が切れます

LED点滅  ON

ビープ音  ON

マニュアルのみでLCDバックパックの電源が切れます。

Y09−Y30
（年）

01−12
（月）

d01−d31
（日）

H00−H23
（時）

00−59
（分）

最後にボタンが押されてから60秒後に電源が切れます。

 ２秒間隔で連続撮影ができます

 ５秒間隔で連続撮影ができます

 10秒間隔で連続撮影ができます

 30秒間隔で連続撮影ができます

 60秒間隔で連続撮影ができます

●消去する
LStが点滅中に＜シャッター/選択＞ボタンを押すと、SDカードに最
後に保存されたファイルが消去されます。

●消去しない
LStが点滅（5秒間）していなく、点灯しているのを確認し＜シャッター
/選択＞ボタンを押します。
ファイルの消去をしないで次の機能選択に進みます。

●全消去する
ALLが点滅中に＜シャッター/選択＞ボタンを押すと、SDカードのフ
ァイルがすべて消去されます。
 重要 SD カードはフォーマットされ、保存されていたすべてのデータは消去されます。

●消去しない
ALLが点滅（5秒間）していなく、点灯しているのを確認し＜シャッター
/選択＞ボタンを押します。
ファイルの消去をしないで次の機能選択に進みます。
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自動電源 OFF 設定

LED点滅  ON／OFF を選択する

ビープ音  ON／OFF を選択する

HD液晶パネル（オプション品）ON／OFF を選択する

日付と時刻を設定する

【設定】メニューを終了する

NTSC／PAL 設定を選択する

最後に保存したファイルを消去する

ファイルをすべて消去し、SDカードをフォーマットする秒間隔連続写真撮影のタイミングを選択する

nSC　 北米・日本のTV設定

PAL　 北米・日本以外のほとんどの地域でのTV設定

＜電源/モード＞ボタンを押してY09（2009）からY30
（2030）を循環表示させます。＜シャッター /選択＞ボ
タンを押して、次の日付設定に進みます。

＜電源/モード＞ボタンを押して01（1月）から12（12月）
を循環表示させます。＜シャッター /選択＞ボタンを押
して、次の日付設定に進みます。

＜電源/モード＞ボタンを押してd01（1日）からd31（31
日）を循環表示させます。＜シャッター /選択＞ボタン
を押して、次の日付設定に進みます。

＜電源/モード＞ボタンを押してH00（12am）からH23
（11pm）を循環表示させます。＜シャッター /選択＞ボ
タンを押して、次の日付設定に進みます。

＜電源/モード＞ボタンを押して00（0分）から59（59
分）を循環表示させます。＜シャッター /選択＞ボタン
を押して、次の日付設定に進みます。

※ �ファームウェアアップデート v01.01.54 インストール後の表記です。P1が表示
されない場合は、v01.01.54 をインストールしてください。

※ �ファームウェアアップデート v01.01.54 インストール後の表記です。LCOが表
示されない場合は、v01.01.54 をインストールしてください。



HD HEROカメラはWINDOWS XP VISTA/7 またはそれ以上、Mac OS 10.2 またはそれ以上と互換性があります。

カメラが正しくNTSCまたはPALにビデオ設定されていることを確認してください。誤った設定ではTVで映像を再生することができません。これ
は［設定メニュー詳細］のセクションで説明されています。

TVにて再生する場合
カメラ本体のHDTV出力ポートとTV／音声コンポ出力をHD対応TVに接続すると高画質の画像をお持ちのTVで見ることができます。

（注意）�コンポーネント端子（赤・青・緑）がない場合でも、お持ちの TV が外部接続の RCA 端子対応であればご覧いただくことは可能です。ただしこの場合は、高画質
では表示されませんのでご注意ください。

D端子での接続が可能なTVの場合
お持ちのTVがD端子接続可能であれば、コンポーネントビデオコードからD端子に変換するコードが販売されています。お買い求めの際は、お近
くの電化用品店にてお買い求めになれます。
接続の際は、交換したD端子コードをT Vに接続してください。そのD端子コードと付属のコンポーネントケーブルを更につなぎ、カメラの
HDTV3.5mmジャックに接続してください。また、その際カメラのTV3.5mmジャックと接続し、逆サイドのRCA端子の赤・白コードをTVの的確
な場所に接続してください。（音声出力に必要です）接続が正しければ、フルHDでの動画と音声が再生されます。

はじめに
予め、カメラの設定で「ライブフィードモード」（本説明書2/4ページ「ライブフィードモードのON/OFF を選択する」の項参照）を「LFF」（ライブ
フィードオフ）に設定してください。
「LFO」（ライブフィードモードオン）の場合は、下記の接続をすると「ライブフィードモード」となり、ライブビュー映像が接続したテレビに映し出
されます。

再生の手順
① �付属のケーブルを使い、TVやHDTVのRCA、コンポーネント（RGB）ポート若しくはD端子変換ケーブルを介し、D端子ポートにカメラを接続

します。
　 �カメラ側面のピン入力部にアイコンが記載されていますので、その通りにてケーブルとTV、HDTVを接続してください。　　　　　　　
　 �HDTVに接続する場合は、RCAケーブルはHDTVのRCAジャックの赤・白のみ接続し、コンポーネント若しくはＤ端子変換ケーブルはD端子

に接続してください。RCA並びコンポーネント若しくはD端子は、同じポション（例：コンポーネント１や２）に接続してください。
② �カメラ本体の電源をいれます。
③ �カメラ本体の液晶部（カメラ本体前面の小ディスプレイ）に「ｔEL」と表示さ れることをご確認ください。
④ �SD/SDHCカードに最後に収録したビデオから再生が開始されます。
⑤ �＜電源／モード＞ボタンを押して、次のビデオに進みます。＜シャッター／選択＞ボタンを押して、前のビデオに戻ります。
⑥ �写真を再生する場合は、＜電源／モード＞を２秒程度押し続けると写真再生モ ードに切り替わります。
⑦ �＜電源／モード＞ボタンを押して、次の写真に進みます。＜シャッター／選択＞ボタンを押して前の写真に戻ります。
⑧ �ビデオ再生モードにする場合は、＜電源／モード＞を２秒程度押し続けるとビデオ再生モードに切り替わります。
⑨ �再生を終了する場合はコードを抜き、カメラ本体液晶部の「tEL」表示が通常 の撮影モードの表示に戻ったことをご確認の上、次の操作を行っ

てください。

■ 再生に必要なWindowsシステム
　　● Microsft Windows XP（サービスパック2またはそれ以上）
　　　またはVista以上
　　● 3.2GHz Pentium 4 またはそれ以上
　　● Direct X 9.0c またはそれ以上
　　● 少なくとも1GBのシステムRAM
　　● 少なくとも128MBのRAMを搭載するビデオカメラ

■ 再生に必要なMacシステム
　　● Mac OS X v10.2 またはそれ以上
　　● 2.0GHz Intel Core Duoまたはそれ以上
　　● 少なくとも1GBのシステムRAM
　　● 少なくとも128MBのRAMを搭載するビデオカメラ

■ Windows OS の PC に転送する場合
　　① 付属の USB ケーブルを使い、カメラを PC に接続します。
　　② �〈電源 / モード〉ボタンを押してカメラの電源を入れます。LCD 画面に “USB”と表示されます。
　　③ �［マイコンピューター（My Computer）］をダブルクリックすると［リムーバブルディスク（Removable Disk）］アイコンが表示されます。

これが表示されない場合は［マイコンピューター（My Computer）］を閉じ、もう一度開いてください。
　　④ ［リムーバブルディスク（Removable Disk）］アイコンをダブルクリックします。
　　⑤ ［DCIM フォルダ］のアイコンをダブルクリックします。
　　⑥ �［100MEDIA］等のアイコンをダブルクリックします。（フォルダ名はカウントアップされます。）
　　⑦ 写真やビデオファイルは［100MEDIA］等のフォルダに格納されています。
　　⑧ �写真やビデオファイルを任意の場所へドラッグしてコピーしてください。またはダブルクリックして再生します。
　　※ ファイル名を変更するとTV での再生ができなくなりますのでご注意ください。

■ Mac に転送する場合
　　付属の USB ケーブルを使い、カメラを Mac コンピューターに接続します。
　　Mac OS は接続されたカメラを外部ハードドライブとして認識します。

　　Mac ユーザーへの重要なヒント
　　�SD カードからファイルを消去したときは、SD カードを抜く前、またはカメラの接続を切る前に、ゴミ箱を空にする必要があります。ゴミ箱を空

にしないと、SD カードから写真やビデオファイルが完全には消去されません。
　　※ �動画の再生には Quick Time Player が必要です。（mp4 を再生可能なプレイヤーが必要です。）無料で Apple のサイトでソフトウェアをダウンロードできます。

HD HERO カメラは、HDTV のコンポーネント（RGB）ポートに接続することで高画質の動画再生が可能となります。

接続・バッテリーの充電
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再生に必要なPCのスペック

カメラをTVやHDTVに接続する

TVやHDTVで写真やビデオを再生するステップ

ビデオや写真をコンピューターに転送する
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＜可能＞
　● 撮影されたビデオファイルの再生
　● 撮影された写真ファイルの再生
　● 撮影され、生成されたビデオファイルの先送り・戻し
　● 撮影され、生成された写真ファイルの先送り・戻し
＜不可＞
　● ビデオファイル再生中の早送り・早戻し
＜その他＞
　● ライブフィードモード（ビデオ撮影時を含む）
　　 �ライブフィードモードにする場合は、カメラのケーブル接続をすべて外し、通常モードにした後、「SEt」モードで「ライブフィードモード」（本

説明書2/5ページ「ライブフィードモードのON/OFFを選択する」の項を「LFO（ライブフィードオン）」）に設定したのち、上記の要領でケー
ブル接続してご利用ください。

HD HERO カメラには2GB，4GB，8GB，16GB，32GB容量のSDカードとSDHCカードが使用できます。このカメラはどのスピードのカードでも
使用可能ですが、GoPro社は、信頼性からHDビデオ撮影には最小でもクラス4スピード以上のカードを推奨します。GoPro社の社内テストの結
果、振動の多い撮影環境には一流メーカーのSDカードやSDHCカードが高い信頼性を示すことが判明しました。

（なお、データの保存規格として、約 3.8GB が 1ファイルとして保存されます。連続してそのファイルサイズ以上録画を続けた場合はファイルが約 3.8GB ずつ分割されて
保存されます。）

SDカードを挿入するときには、カメラの側面にあるSDカードスロットにSDカードを入れます。このときSDカードのラベルがカメラ前方を向くよう
に挿入します。カチッと聞こえるとSDカードがカメラ内に固定されます。
SDカードを取り外すときには、カードをカメラ内に押すと、スプリングの反動でカメラから外れて出てきますので、カードを引き出してください。

バッテリーの残量が少なくなると、LCD画面に“bAt”メッセージが点滅し、カメラは録画中であればファイルを保存し、電源が切れます。この場合
はバッテリーを充電してください。

① �付属のUSBケーブルを使い、カメラに電源が入っていない状態でカメラをPCに接続します。
② �カメラ前部にある赤色LEDが点灯し、電池が充電中であることを示します。
③ �バッテリーの充電が完了すると赤色LEDが消灯します。
④ �バッテリーは、コンピューターのUSBポートから約2時間で80％充電されます。100％充電には4時間かかります。
⑤ 1000mAh USB充電器を利用すると、1時間で80％充電されます。100％充電には2時間かかります。

※充電器によっては時間の誤差があります。カメラ本体のLED消灯で充電が完了したことを確認してください。

GoProアクセサリーのウォールチャージャー（1000Ah USB充電器）またはカーチャージャー（500mAh シガレットライター用充電器）を使用
し、充電しながらの撮影が可能です。
撮影中に充電がされている場合は、LCD画面のバッテリーメーターアイコンがスクロールし、電池が充電されていることを示します。

※GoProアクセサリーの「ウォールチャージャー」「カーチャージャー」は今後発売される予定です。
※撮影中の充電を行う際は、必ず撮影前にUSB接続を行ってください。撮影開始後にUSB 接続を行っても充電は開始されません。
※PCを使用しての充電中の撮影はできません。

バッテリーはカメラ内に確実に格納され、振動の多い撮影環境での信頼性を高めています。
バッテリーを取り外すには、バッテリーの側面を押しながらカメラから引き抜きます。（バッテリーは容易に引き抜けない設計になっています。）
ほとんどの場合、カメラからバッテリーを取り外す必要はありません。バッテリーを取り外すと、カメラで設定した日付と時刻は消去されますので
ご注意ください。

（専用予備バッテリーは別途販売されています。）

GoPro HD ではファームウェアによるバージョンアップに対応しています。GoPro 米国本社のサイトよりダウンロードが可能となっております。
詳細については当社ホームページをごらんください。

本機能の動作可否

SDカードの使用

バッテリーの充電

撮影中の充電

バッテリーの取り外し

ファームウェアアップデート

■ トラブルシューティングや操作方法に関してのお問い合わせ

〒135-8506　東京都江東区木場６-４-38
TEL.03-3649-4901  FAX.03-3649-0551
http://www.whizz-jp.com

（ウィズ・ディヴィジョン）


